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要旨 
 小笠原諸島の西之島は 2013 年からの噴火で島のほとんどが溶岩に覆われ、新た
な陸地が生まれた。この島は太平洋上に孤立し、最寄の陸地から 130km も隔離され
た無人島であることから、海洋島における生態系の一次遷移を人為的影響のない状






















面積は 0.07km2から 0.316 km2に拡大した。2013 年 11 月、40 年ぶりに西之島南東沖
で海底火山が噴火し、溶岩により旧西之島の 95％以上が溶岩の下に埋まった。2015
年には噴火が一旦収束したものの、2017 年 4 月〜7 月および 2018 年 7 月に噴火が
生じ、面積は最大で 2.95km2、標高は 160m に達した。2019 年 9 月には旧西之島由
来の陸地（旧島）は島の西部に約 0.005 km2が残存し、その他の部分は 2013 年の噴
火以後にできた溶岩、スコリアの堆積した海浜、火砕丘などによる新たな陸地で構
成されている。   
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図 1. 西之島の地図と景観 
左：調査航路。台風養生のための南硫黄島への航路も示した。 右：調査位置図（A. 
旧島、B. 北西台地、C. 西之浜、D. 南西浜）。地図は国土地理院発行のものを改変． 
Figure 1. Map and landscape of Nishinoshima Island 
(Left) Sea route of the research. Evacuation routes to Minami-Iwo-To Island to avoid waves  
due to the typhoon are also shown. (Right) Location map of the survey (A. Remnant of former 
island, B. Northwest plateau, C. West beach, D. Southwest beach). 
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表 1. 西之島の火山活動及び主な上陸調査等に関する年表 




Information was obtained from the above literatures. Before the old and new islands joined, 












1702 9 ロザリオ号（スペイン）が発見、ロザリオ島と命名 *2
1801 ノーチラス号（イギリス）が発見、失望の島と命名 *2
1854 45 アメリカの⽇本遠征隊による報告。島の⻑さ1400m *2
1911 6 測量艦松江（⽇本）による測量。 *2
1969 7 小笠原諸島自然公園調査団による上陸調査 *3
<1973 0.07 25 噴火前 *5
1973 4 4月12⽇に変色域を確認、5月30⽇より白煙。 *5
12 0.07+0.121 52 12月21⽇、⻄之島新島と命名 *4
1974 3 東海大学、東京工業大学、気象庁等による上陸調査 *2
7 東京大学、東海大学等による上陸調査 *2
8 0.316 6月10⽇、旧島と新島が結合 *5
1983 5 千葉大学等による上陸調査 *9
1992 0.29 25 *7
2003 産業技術総合研究所等による上陸調査 *11
2004 7 森林総合研究所による上陸調査 *1
2012 7 東京都小笠原支庁による上陸調査 *10
2013 11 11月20⽇、噴火 *4
12 0.29+0.097 39 R 12月26⽇、旧島と新島が結合 *6
2014 2 0.51 66 R *6
12 2.27 110 R *6
2015 12 2.71 142 R 11月17⽇以降噴火は観測されず *6
2016 10 東京大学、森林総合研究所、環境省等による上陸調査 *8
12 2.72 143 *6
2017 4 4月20⽇再噴火、8月まで噴火を継続 *4
2018 1 2.95 160 R *6
7 7月12⽇再噴火、7月末に噴火は認められなくなる *4
2019 5 2.89 160 *7
9 環境省、東京大学等による上陸調査 本調査
12 12月6⽇再噴火 *4
*1: Abe (2006), *2: ⻘⽊・小坂（1974）, *3: 浅海ほか（1970）, *4: 海上保安庁（2020）, *5: 気象庁
（2020）, *6: 国土地理院（2018）, *7: 国土地理院（2019）, *8: 中野ほか（2017）, *9: 大沢・倉田






 1973 年の噴火から 2013 年の噴火までの間に、生物や地形、地質に関する上陸調
査が少なくとも 1974 年、1975 年、1976 年、1977 年、1978 年、1979 年、1982 年、
1983 年、1985 年、2003 年、2004 年、2012 年に行われた（倉田・金子、1982; 大沢・
倉田 1983; 小坂、2004; Abe, 2006; 海野・中野、2007; 東京都小笠原支庁土木課自然






































































Table 2. List of the survey team members carrying out Nishinoshima comprehensive 
scientific research 
氏名 所属 調査等担当 管理担当 備考 
川上和人 森林総合研究所 鳥類 研究班長 調査 G 
検討委員 
小山田佑輔 自然環境研究センター 鳥類 副隊長、検疫、医
療班 
調査 G 





陸上節足動物 研究班 調査 G 
検討委員 
上條隆志 筑波大学 植物、菌、土壌 研究班 検討委員 
廣田 充 筑波大学 植物、菌、土壌 研究班 調査 G 
中野智之 京都大学 潮間帯生物 研究班 調査 G 
港 隆一 自然環境研究センター 潮間帯生物 副隊長、検疫 調査 G 
前野 深 東京大学 岩石 研究班 調査 G 
検討委員 
吉本充宏 山梨県富士山科学研究所 岩石 研究班 調査 G 
大湊隆雄 東京大学 火山活動 火山監視班長、
研究班 
調査 G 
渡邉篤志 東京大学 火山活動 研究班 調査 G 
横山直人 環境省 撮影（魚類） 監督員 調査 G 
菅野康祐 環境省 撮影（魚類） 監督員 調査 G 
齋藤文彦 日本放送協会 現地撮影   調査 G 













海洋班、医療班 サポート G 
高嶺春夫 HARUKA-MARU  船舶班長 サポート G 
渡邉 篤 DAINANATAKA-MARU  船舶班 サポート G 
近藤 洋 DAINANATAKA-MARU  船舶班 サポート G 
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Table 3. List of the support team members carrying out Nishinoshima comprehensive 
scientific research 
氏名 所属 専門または担当 管理担当 備考 
吉田正人 筑波大学 世界遺産管理   検討委員 
加藤英寿 首都大学東京 植物   検討委員 
苅部治紀 神奈川県立生命の星・地
球博物館 
昆虫   検討委員* 
山崎敦基 日本放送協会   記録管理   
宮澤泰子 環境省   調査統括 留守本部 
平川大輔 日本スノーケリング連
盟 
 海洋訓練  
安齊友巳 自然環境研究センター   事務局統括 留守本部 
寺田 剛 自然環境研究センター 
 
検疫 留守本部 
永野 裕 自然環境研究センター 
 
物資調達 留守本部 
日髙裕華 自然環境研究センター  連絡調整（本土） 留守本部 
芦澤 航 自然環境研究センター  連絡調整（父島） 留守本部 






 本調査は、表 4 のとおり各種許可や協議のもとで実施した。 
 
表 4．西之島総合学術調査実施のための許認可等手続き 









































Table 5. Preparation process and survey schedule plan on Nishinoshima Island 
時期（2019 年） 実施内容 確認事項等 
4 月 下旬 調査業務開始   
5 月 上旬 調査隊打診   
  24 日 研究計画打合せ①   
  25 日 海洋訓練①   
6 月 4-17 日 気象研究所・東京大学による洋上調査   
  25 日 海洋サポート打合せ① 海洋サポートの計画 
7 月 5 日 海洋サポート打合せ②   





  26 日 海洋サポート打合せ③   
8 月 9 日 上陸用物資等の購入 
海洋サポート打合せ④ 
  





  19-30 日 検疫   
9 月 1 日 調査船出港（三崎港）   
 2 日 大型船出港（父島二見港）  
 3 日 西之島沖到着、準備作業、UAV 調査 ※実際には変更 
 4-8 日 上陸調査 ※実際には変更 
 9 日 撤収作業、UAV 調査 ※実際には変更 
 10 日 大型船帰港（父島二見港） ※実際には変更 
 11 日 調査船帰港（三崎港）  
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表 6．西之島総合学術調査の行動計画 
Table 6. Action plan for the scientific research on Nishinoshima Island 
時刻 調査 G サポート G 
5:30  スケジュール再確認、朝食 
6:00 朝食・本土へ調査予定報告 上陸準備 
6:30 上陸準備  
7:00 ミーティング、順次ゴムボートへ移動 （ミーティング）上陸サポート 
8:00 上陸、荷揚げ完了 上陸サポート完了 
 午前調査実施（1h ごとに休憩） 避難場所設営（緊急時に備えて待機） 
11:00 午前調査終了  
 タープで休憩、昼食 バイタルチェック補助 
12:00 午後調査開始（1h ごとに休憩） 調査完了班がいれば乗船サポート or
調査補助 
15:00 午後調査終了次第、乗船準備 乗船サポート準備 
15:30 乗船開始 乗船サポート 
16:30 乗船完了 乗船サポート完了 
17:00 夕食・本土へ調査結果報告 夕食 



































・1 班 4 名で調査船からゴムボートで上陸浜へ向かう。 








































2018 年までに行われた UAV を用いた調査により、クチビルカズキダニが確認さ
れた。このダニは海鳥に外部寄生する種であるが、人獣共通感染症である回帰熱等














































Figure 4. Emergency contact network on Nishinoshima Island (disaster response version in 
















































































































































図 5. 西之島における検疫体制の実施フロー 




図 6. クリーンルームの準備 




Sealing gap in a clean room (a. switch, b. vent), countermeasures for trucks transporting  
survey equipment (c. fumigation, d. aluminum vans suitable for preventing invasion of living 
organisms), e. sealing of clean room in vessels, sealing of doors (f. tape type, g. plastic board 
type, h. vinyl sheet type) 
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（３）検疫の実施 
 表 7 の通りの日程で検疫作業を実施した。事前の検疫作業には隊員も自ら参加す
ることとし、生物の侵入防止に対する意識の共有を行った（図 7a）。ただし、本土
の検疫では到着物資の検疫、梱包、保管には労力を要し、2 名が出発前の 10 日ほど
はほぼ専属で対応する必要が生じた。 




表 7. 西之島総合学術調査における検疫の実施日程 












































図 7. 西之島調査に向けた検疫作業の実施状況 
Figure 7. Quarantine status for survey in Nishinoshima Island 
検疫作業（a.隊員参加のダブルチェック、b.大型冷凍室を用いた凍結処理、c.小分け
梱包による効率化）、梱包の規格化（d. 防水バッグ、e. 水、f. 大型物資）、本土の検
疫で検出した混入生物（g, h. 植物の種子、i.コガネグモ科の 1 種）父島の検疫で検
出した生物（j.センダングサ類の種子、k.コウチュウ類、ウスヒラタゴキブリの 1 種） 
Quarantine work (a. double check with researchers, b. freezing treatment using a large freezer, 
c. efficiency by subdivided packing), standardization of packaging (d. waterproof bags, e. 
drinking water, f. large items), organisms detected by quarantine on mainland (g., h. plant 
seeds, i. Araneidae Gen. sp.), and in Chichijima Island (j. seeds of Bidens sp., k. beetle, l. 
Onchostylus sp.)  
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２－８．装備 










表 8. 主な装備の準備 































医療対策 新品 医薬品、救急用品、送風機 ●
新品 タープ、携帯トイレ ● ●
エタノール AED ●
連絡 エタノール 無線器、衛星携帯電話 ●





































































微生物の DNA 分析  藤村玲子（東京大学） 
植物の DNA 分析   津村義彦（筑波大学） 
根圏微生物   山路恵子（筑波大学） 
土壌分析・微細形態  田村憲司・浅野真希（筑波大学） 
レジンコア・コットン布・土壌呼吸 廣田充・上條隆志（筑波大学） 














































 調査航路及び調査位置は図１に示した。当初の想定では 9 月 1 日に出港し、9 月
3 日から 9 月 9 日まで調査を実施する予定とし、9 月 4 日から 8 日までの 5 日間で
上陸調査を実施する予定であった（表 5）。しかし、台風 15 号が西之島に接近する
予報となったため、9 月 2 日夕方に調査隊内で協議の上、調査工程を急きょ変更し
た。上陸調査は 9 月 3 日から 5 日までの 3 日間とし、上陸地は波の影響を確認しな
がら決定することとした。また、台風 15 号は父島から 7 日から 8 日に西之島に向
けて西進した後、北上する予想であったことから、父島から参加した隊員（父島隊）
が乗船した大型船は父島に、本土から参加した隊員（本隊）が乗船した調査船は南
方 300km ほどの南硫黄島沖に避難した。表 9 には詳細な行動記録を掲載した。 
 
表 9. 西之島総合学術調査の行動記録 
Table 9. Action records of the Nishinoshima comprehensive scientific research project 
  
場所 location 行動 action 担当 member
8月31⽇ 10:00 - 17:00 三崎港 調査船クリーンルーム設置・燻蒸 検疫班
9:00 - 12:00 東京 輸送トラック燻蒸・資材準備 〃
12:00 - 15:30 東京→三崎 資材移送 〃
9月1⽇ 7:50 - 8:30 三崎港 荷物積み込み 本隊
9:45 - 三崎→ 調査船出港 〃
12:00 - 昼食 〃
14:00 - ミーティング 〃
17:00 - 夕食 〃
9月2⽇ 6:00 - 朝食 〃
11:30 - 鳥島沖 通過 〃
12:00 - 昼食 〃
12:50 - ドローン撮影テスト ドローン班
14:00 - ミーティング 本隊
17:00 - 夕食 〃
17:25 - 父島→ 大型船出港 父島隊
18:00 - 緊急ミーティング（台風情報） 本隊
9月3⽇ 6:00 - →⻄之島沖 本隊・父島隊合流 全隊
6:35 - ミーティング 本隊
6:30 - 9:30 ⻄之島 ⻄之浜点検・ロープ設置 海洋班
8:00 - 15:15 ドローン撮影（上陸隊上陸完了後周回）ドローン班
10:00 - 火山活動等確認 地質・海洋班
11:00 - 11:26 ⻄之浜 上陸隊上陸 海洋班・上陸隊
12:00 - 16:00 旧島ほか 上陸調査 上陸隊
13:00 - 休憩（以後1時間ごとに10分休憩） 〃
16:30 - 16:50 撤収準備 〃
16:50 - 17:00 →調査船 撤収 〃
17:15 - 夕食 全隊
18:00 - ミーティング 〃
⽇時 date
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表 9. 続き 
Table 9. Continued 
  
  
場所 location 行動 action 担当 member
9月4⽇ 6:00 - 朝食 〃
6:30 - ミーティング 〃
7:00 - ⻄之浜 上陸準備 海洋班
7:30 - 7:45 上陸隊上陸 海洋班・上陸隊
8:30 - 16:30 ⻄之浜 上陸調査 上陸隊
10:00 - 16:00 休憩（以後1時間ごと10分休憩） 〃
10:00 - 16:00 ドローン撮影 ドローン班
16:30 - 撤収準備 上陸隊
17:10 - 17:30 ⻄之浜→ 撤収（夜間調査班は待機） 〃
18:00 - 旧島 待機 鳥班・節足動物班
19:00 - 21:00 夜間調査 〃
21:00 - 撤収準備 〃
21:20 - 21:30 撤収 〃
9月5⽇ 6:00 - 朝食 全隊
6:30 - 南浜状況確認 地質・海洋班
7:30 - 9:20 南⻄浜 上陸地変更・ロープ設置等上陸準備 海洋班・隊⻑
9:50 - 13:11 ドローン撮影 ドローン班
10:00 - 10:20 上陸隊上陸 海洋班・上陸隊
10:30 - 15:30 上陸調査 上陸隊
12:00 - 15:00 休憩（以後1時間ごと10分休憩） 〃
15:00 - 15:35 撤収準備 海洋班・上陸隊
15:35 - 15:55 南⻄浜→ 撤収 〃
17:00 - 夕食 全隊
18:00 - ミーティング 〃
18:50 - 調査隊解散 〃
19:40 - ⻄之島→ 各隊出港 本隊・父島隊
9月6⽇ - 以後食事・ミーティングは省略 本隊
8:00 - 硫⻩島沖 通過 〃
8:40 →父島 到着 父島隊
11:00 - →南硫⻩島 台風養生のため、停泊 本隊
9月8⽇ 16:30 - 南硫⻩島→ ⻄之島へ出発 〃
9月9⽇ 10:00 - 13:15 ⻄之島周回 〃
13:15 - ⻄之島出発 〃
9月10⽇ 12:30 - 須美寿島沖 通過 〃
15:30 - ベヨネース列岩沖 通過 〃
9月11⽇ 13:00 - →三崎港 調査隊解散 〃






























 平川大輔氏（日本スノーケリング連盟）の指導の下、5 月 24 日には基礎訓練（下





















































意を払った。9 月 1 日の三崎港出港直後にはフナムシ Ligia exotica を確認した（図
8a）。接岸時に使用していたブイを甲板上に回収した際、ブイの内部に潜んでいた個
体が甲板上に分散したものであった。9 月 2 日までに 5 頭以上を捕獲して排除した。














図 8. 調査船上で捕獲された節足動物 
a. フナムシ b. コカマキリ c. ケブカアメイロアリ有翅女王。標本に沿う黒線は
5mm を表す。 
Figure 8. The arthropod species found on the ship 
a. Ligia exotica b. Statilia maculata c. Nylanderia amia. Solid bar beside each individual 

















Abe T (2006) Colonization of Nishino-shima Island by plants and arthropods 31 years after 
eruption. Pacific Science 60: 355-365. 
青木 斌・小坂 丈予 (1974) 『海底火山の謎 西之島踏査記』 東海大学出版会, 250p. 
浅海 重夫・津山 尚・蓮尾 嘉彪 (1970) 火山列島・西之島. 津山 尚・浅海重夫（編）
『小笠原の自然・解説編』廣川書店, 211–224. 
Austin OL Jr (1949) The status of Steller's albatross. Pacific Science 3: 283–295. 
Fridriksson S. (1975) Surtsey: Evolution of Life on a Volcanic Island. Butterworth, 288p. 
加賀 芳恵・佐々木 哲朗 (2018) 南硫黄島調査における外来生物の拡散防止対策. 小
笠原研究 44: 67-90. 
海上保安庁. 海域火山データベース 西之島.  
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/GIJUTSUKOKUSAI/kaiikiDB/kaiyo18-2.htm）(最終 
閲覧日：2020 年 2 月 22 日) 
川上 和人 (2017) 西之島・新起動創世記. Birder 31(3): 38–39. 
気象庁 (2020) 全国の活火山の活動履歴等 西之島. 
 https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/326_Nishinoshima/326_index.html 
(最終閲覧日：2020 年 2 月 22 日) 
国土地理院 (2018) 西之島に関する最新の計測結果（平成 30 年 1 月現在）を公開. 
https://www.gsi.go.jp/kanri/kanri41009.html (最終閲覧日：2020 年 2 月 22 日) 
国土地理院 (2019) 西之島の地形図と海図を改版～我が国の管轄海域がさらに約 50
平方キロメートル拡大～. https://www.gsi.go.jp/kanri/kanri61003.html (最終閲覧
日：2020 年 2 月 22 日) 
− 32 −
倉田 洋二・金子 博 (1982) 溶岩の島にみる創世記. アニマ 115: 6–12. 
中野 俊・前野 深・吉本 充宏・大湊 隆雄・渡邉 篤志・川上 和人・千田 智基・武
尾 実 (2017) 噴火が終わった西之島に初上陸調査. GSJ 地質ニュース 6 (1): 1-
4.  
大沢 雅彦・倉田 洋二 (1983) 西之島新島への植物の侵入. 採集と飼育 45: 377-380. 
小坂 丈予 (2004) 海底火山調査にまつわる話(5). 水路 32 (4): 34–39. 
Reeves WK, Loftis AD, Sanders F, Spinks MD, Wills W, Denison AM & Dasch GA (2006) 
Borrelia, Coxiella, and Rickettsia in Carios capensis (Acari: Argasidae) from a brown 
pelican (Pelecanus occidentalis) rookery in South Carolina, USA. Experimental & 
Applied Acarology 39: 321-329. 
下村 兼二 (1933) 『小笠原島の動植物』 アルス, 81p. 
自然環境研究センター (2017) 『平成 28 年度小笠原（南硫黄島）原生自然環境保全
地域事前調査業務報告書』 環境省関東地方環境事務所, 92p. 
自然環境研究センター (2019a) 『平成 29 年度西之島総合学術調査業務報告書』 環
境省自然環境計画課, 165p. 
自然環境研究センター(編) (2019b) 『最新日本の外来生物』平凡社, 592p. 
鈴木 創・天野 和明・朱宮 丈晴・川上 和人・堀越 和夫・金子 隆・佐々木 哲朗・
加賀 芳恵・ 堀越 宙・高嶺 春夫・山田 鉄也・可知 直毅・小泉 恵祐・中野 
秀人 (2018) 南硫黄島自然環境調査の概略. 小笠原研究 44: 1-65. 
Thornton IW (1997) Krakatau: The Destruction and Reassembly of an Island Ecosystem. 
Harvard University Press, 346p. 
東京都小笠原支庁土木課自然公園係『平成 24 年度西之島自然環境調査報告書』東
京都小笠原支庁, 52p. 
鶴見 みや古・川端 寛樹・佐藤文男 (2002) 伊豆諸島鳥島のクロアシアホウドリの
コロニーにみる Carios (Ornithodoros) capensis の生息状況およびその疫学調
査. 山階鳥類研究所研究報告 34: 250-256. 
海野 進・中野 俊 (2007) 『父島列島地域の地質』産業技術総合研究所地質調査総合
センター, 72p. 
山本 周平・細石 真吾 (2010) アカカミアリ有翅生殖虫の小笠原諸島父島及び日本
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Nishinoshima Island in the Ogasawara Islands had erupted since 2013, and the island was 
broadly covered with lava, creating new land. The island lies in an isolated spot in the Pacific 
Ocean, 130 km away from the nearest land; therefore, it is one of the best places in the world 
to observe the primary succession of an ecosystem on an oceanic island without 
anthropogenic effects. In September 2019, the first comprehensive academic survey was 
conducted to record the current state of the island’s nature. Using a biological and geological 
approach, the aim was to investigate the changes that had occurred, such as the process of 
formation of volcanic islands, the impact on the biota due to the eruption, and the situation at 
the start of primary succession.  
− 34 −
This survey was conducted in cooperation with the Ministry of the Environment, the 
University of Tokyo, and the Japan Broadcasting Corporation. A total of 22 members, 
including experts in ornithology, entomology, soil zoology, botany, marine biology, geology 
and volcanology, and support squads, landed on September 3-5. During the survey, quarantine 
measures were implemented to prevent the invasion of alien organisms to Nishinoshima and 
minimize the human impact of the survey. Considerable attention was given to safety 
management during landing operations and minimizing risks from volcanic activity. 
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